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1.はじめに 

 津波は，陸域への遡上に伴い，大量の土砂を陸上へ運搬

する．土砂は層状に堆積し，これらは津波堆積物と呼ばれ

る．津波堆積物の分布を用いれば，波源が不明な歴史津波

の浸水域を推定したり，波源の制約が可能である． 

しかし，現在のところ，津波堆積物の分布域が津波の最

低浸水域を示すとの仮定のもと，計算による津波の浸水域

が堆積物分布と等しくなるように波源モデルが推定されて

いる 1)．しかし，津波堆積物の分布は必ずしも浸水域とは

一致せず，場合により，最大浸水域と津波堆積物の分布限

界の差は数百メートルにもなる．津波堆積物を用いた浸水

域の推定結果はリスク評価にも用いられる．そのため，よ

り正確な評価を行うためには，津波堆積物分布から浸水域

を推定できる土砂移動モデルを開発する必要がある．その

ためには，モデルの再現性の検証に耐えうる津波堆積物分

布のデータを集め，整理する必要がある． 

2004年インド洋大津波後，各地で津波水理量とともに津

波堆積物の詳細なデータが収集され，両者の関係をより詳

しく検討できるようになった．津波の水理量と堆積物を結

びつけるパラメータとして，層厚や平均粒径が考えられる．

一般に，津波堆積物は内陸へ薄層化，細粒化する傾向があ

ることが報告されてきた 2)．これは，流れの減衰に伴って

粗粒粒子から順に堆積していくことによって生じるものと

考えられる．しかし，津波の流れの減衰と堆積物の層厚・

粒度変化がどのような関連性を持っているのかは十分に議

論されていない． 

そこで，本研究では 2004年インド洋大津波後に多くのデ

ータが得られたタイ南西部を中心に、既往研究により得ら

れた津波堆積物の情報を整理するとともに、津波の水理量

と層厚・粒度変化の関係を調べた． 

 

2.層厚変化 

タイ南西部において，既往研究により津波堆積物調査が

なされている点をプロットしたものを図-1に示す 3)~8)．図

-1にみられるように，タイ南西部では広範囲に渡って，津 

 

 

波堆積物の調査がなされている． 

 同規模の津波であっても，地形が異なれば浸水域や遡上

の際の流れの減衰も大きく異なる．そのため，異なる調査

地間の単純比較は難しい．そこで，本研究では，海岸線か

らの距離を最大浸水域で規格化した距離と層厚との関係を

調べた(図-2)．全体としては内陸に向かい薄層化の傾向が見

られるが，各調査地点によって，層厚のばらつきが非常に

大きい．これは，局地的な地形の影響を受けて層厚が多様

に変化するためと考えられる． 

 

図-1 既往研究による津波堆積物調査地点 

 

3.粒度変化 

タイ南西部における，津波堆積物の規格化距離と，平均

粒径との関係を示したものを図-3に示す．ここでは，津波

堆積物の平均粒径と海岸線からの距離の記載が揃っている

データを用いた 3),4)．なお，ある平均粒径に着目した際に，

その粒径の砂が最も規格化距離の大きい地点まで到達した

点をその粒径の代表値としてプロットした．これは，ある

粒径の砂の最大到達地点が，津波がその粒径の砂を運びう

る限界と見なせるからである（ただし，ここでは引き波の

影響は無視する）． 

図-3より，一点のみ飛び値があるものの，規格化距離の 
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図-2 規格化距離と層厚の関係 

 

増大に伴って，平均粒径は指数関数的に小さくなる傾向に

あることが分かる．また，規格化距離0.3-0.5 付近で，急

激に平均粒径の低下がみられ，0.6 以降ではほぼ横這いで

あることが読み取れる．これは，津波が内陸に遡上するに

つれて，掃流状態で運ばれる粗粒粒子が海岸線近くで堆積

するのに対して，細粒粒子は浮遊状態で内陸まで運搬され，

徐々に沈降・堆積するためであると考えられる． 

 図-4に，図-3と同じ方法でタイ南西部以外のデータも含

めてプロットしたものを示す3),4),,9),10),11)．図-3と比較すると，

平均粒径のばらつきは大きくなる．この主な原因としては，

地形勾配の違いが考えられる．図-4の黒塗りの点は，海岸

線から浸水域までの平均地形勾配が 1/100 よりも急なもの

を表している．黒塗りの点がグラフ上部に集中しており，

急勾配の方が規格化距離の大きい点まで粗粒粒子が運搬さ

れていることがわかる．これは．地形勾配が緩やかな場合

には，津波は細粒粒子を浮遊状態で長距離に渡り運搬する

のに対し，地形勾配が急な場合には，緩勾配と比較し土砂

の沈降・堆積速度に対して流れの減衰が急激になるため，

相対的に規格化距離の大きい点まで粗粒粒子が運ばれるた

めであると考えられる． 

 
図-3 タイ南西部における規格化距離と平均粒径の関係 

 

図-4 規格化距離と平均粒径の関係 

 

4.まとめ 

 タイ南西部を中心として，既往研究により得られている 

津波堆積物情報の整理と，津波の水理量と層厚，粒度変化

の関係を調べた．その結果，層厚は局所的な地形の影響を

受けやすく，測線によってばらつきが大きいことがわかっ

た．一方，粒度は規格化距離の増加に伴い指数関数的に減

少し，地形勾配の影響を受けやすいことが分かった．  
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